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1.  業務概要 
 

1.1.  業務目的 
本業務は、宇陀市において内閣府の「未来技術社会実装事業」および国土交通省の「自動運転

サービス導入支援事業」に選定された事業の推進を行うものであり、令和 4 年度「グリーンスロ

ーモビリティの導入にかかる調査・普及促進事業」 によりとりまとめた自動運転及びグリーンス

ローモビリティ実証実験計画書に基づき、自動運転の実証実験の実施および通院と移動の予約の

一元化に取組むものである。 

 

 

1.2.  業務概要 
(1)  業 務 名 ：令和 5 年度宇陀市自動運転実証実験業務委託 
(2)  業 務 箇 所：宇陀市榛原天満台団地及び宇陀市が指定する地域 
(3)  履 行 期 間：令和 5 年 9 月 29 日～令和 6 年 3 月 22 日 
(4)  発 注 者 ：宇陀市政策推進部政策推進課 
(5)  受 注 者 ：株式会社長大 
 

 

1.3.  業務実施フロー 
本業務の実施フローを以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-1 業務実施フロー 

(8)令和 5 年度宇陀市自動運転実証実験業務委託 

における効果検証及び計画書の作成 
 

(1)天満台団地内及び商業地までの自動運転車等

走行業務 

 

・設定ルートの自動運転車の走行 

・地域内電動低速モビリティ走行 

・安全対策及び注意喚起、乗降看板設置 

・遠隔監視システムの調達・運営 

・実証実験出発式の企画・運営 

(2)屋外ガレージ設置業務 

(3)実証実験等広報・市民周知業務 

(4)記録動画等編集支援業務 

(5)その他関連業務連携等 

(6) 実 装 に 向 け た 補 助

金・交付金申請の支援 
(7)地域との関わり 
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2.  天満台団地内及び商業地までの自動運転車等走行業務 
2.1.  自動運転車等走行業務 

過年度に策定された自動運転及びグリーンスローモビリティ実証実験計画書に基づき、自動運

転車両 1 台およびグリーンスローモビリティ 1 台による走行実験を実施した。 

 

表 2-1 実施概要 

運行内容 運行期間・運行日数 

準備運行 11月27日（月）～12月1日（金） 計5日間 

関係者試乗運行 12月3日（日） 

一般運行 12月4日（火）～22日（金） （土日曜除く） 計15日間 

その他運行 なし 

 

表 2-2 実験車両概要 

項目 自動運転車 グリーンスローモビリティ 

車両名 GSM8（ジーエスエムエイト） AR-07 

LWH(mm) 4,850×1,510×2,125 3,955×1,354×1,837 

車両重量 1,350kg 610kg 

最高速度 19km/h 19km/h 

乗車人員 10 人（実験は最大 9 人で運用） 7 人 

自動運転レベル レベル 2 相当 ― 

センシング 

デバイス 

LiDAR およびカメラ 
― 

バッテリー リチウムイオン電池 リチウムイオン電池 

車両外観 
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表 2-3 運行ルート 

 西ルート 東ルート 送迎ルート 

経路 
大和富士ホール～ 

宇陀市立病院 

大和富士ホール～ 
ポンプ場（Aコープ榛原店・

コーナン榛原店） 

大和富士ホールを起点に、 
天満台地区内を周回 

距離 2.7km 0.6km 3.0km 

設定背景 通院支援 買物支援 
拠点となる大和富士ホールま

での移動支援 

想定ニーズ 
天満台・ひのき坂住民の通院

利用 
天満台住民の買物利用 

大和富士ホールより東側住民
の通院・買物利用 

車両 自動運転車：GSM8 グリーンスローモビリティ：AR-07 

自動・手動 
自動運転Lv.2 

一部手動区間を設定 
手動 

便数 14便/日 24便/日 9便/日 

 

 

図 2-1 西ルート・東ルート 

 
図 2-2 送迎ルート 
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2.2.  安全対策及び注意喚起、乗降看板設置 
実証実験を安全、円滑に実施するための各種対策を実施した。 

 

(1)  安全対策 
自動運転車を使用して、一般運行に先立って準備運行を実施した。 

準備運行において、沿道の植栽の枝が自動運転車のセンサーと接触したり障害物として検

知されることで停止してしまう症状が見られた。 

このため、市道区間については症状が見られた箇所の剪定を実施し、改善を図った。民地か

ら枝がはみ出している区間については、手動操作に切り替えて運行することとした。 

 

図 2-3 剪定の例 

 

また、安全面への配慮の必要性や円滑な自動運転に支障が確認された 4 つの区間を手動操

作区間に設定した。 

 

No. 場所 手動操作の理由 

手動操作区間(1) 大和富士ホール駐車場内 安全面への配慮のため 

手動操作区間(2) 加藤クリニック駐車場内 安全面への配慮のため 

手動操作区間(3) 市道 円滑な自動運転に支障が確認されたため 

手動操作区間(4) 宇陀市立病院駐車場内 安全面への配慮のため 

図 2-4 手動操作区間の設定 
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(2)  注意喚起対策 
自動運転車は低速（19km/h 以下）での走行となり、無理な追い越しや追突事故を防止する

観点から、道路利用者への注意喚起対策として、沿道に注意喚起看板を設置した。 

なお、設置箇所は、とくに速度の出やすい区間を選定し、桜井警察署立会いの下、添架箇所

を含めて決定した。 

 

設置日： 11 月 20 日（月） 

撤去日： 12 月 22 日（金） 

 

設置箇所 設置の例 

 

 

 
図 2-5 注意喚起看板の設置 
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(3)  乗降看板設置 
各停留所には、利用者の乗降場所の目印として、停留所名、時刻表、路線図を記載した「の

りばサイン」を設置した。 

設置場所については、注意喚起看板と同様、桜井警察署立会いの下、詳細な設置箇所を決定

した。 

 

設置日： 11 月 20 日（月） 

撤去日： 12 月 22 日（金） 

 

看板デザイン 設置の例 

 

 

 

図 2-6 のりばサインの設置 
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2.3.  遠隔監視システムの調達・運営 
自動運転車の遠隔監視および運行管理を行うために、自動運転車の配車・運行管理機能を有す

る遠隔監視システムを、実験拠点となる大和富士ホールのガレージテント内に設置した。 

 

設置日： 11 月 27 日（月） 

撤去日： 12 月 22 日（金） 

 

■遠隔監視システムの概要 

  自動運転車の車内・外に取り付けた遠隔監視カメラから状況を確認。 

  自動走行中に発生したトラブルや介入の記録を行い、データログに走行時の詳細を残す役

割を担う。 

  その他、遠隔監視システムから自動運転車両の停止を行うことも可能（ただし、本実証で

は車内にドライバーが乗車しているため、遠隔監視室からの対応は行わない）。 

  遠隔監視システムから定時に自動配信される、自動運転への出発指示を確認。 

  自動運転車両のバッテリー充電残量など車両状態を確認。 

 

監視風景 遠隔監視システム 

 

 

図 2-7 遠隔監視状況 
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2.4.  実証実験出発式の企画・運営 
本実証実験に関わる地域、国、民間の関係者、自治会長などを招いた出発式の企画・運営を実

施した。出発式は式典と試乗会の 2 部構成とし、式典の後、参加者に順次体験試乗いただいた。 

開催日 ： 12 月 3 日（日） 

開催場所 ： 大和富士ホール 
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また、実験期間中、近隣自治体等を招いての試乗会を開催した。 

開催日 ： 12 月 12 日（火） 

開催場所 ：宇陀市役所、大和富士ホール 
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3.  屋外ガレージ設置業務 
3.1.  ガレージテント 

大和富士ホールの駐車場に、実証実験時に使用する屋外ガレージ発注・設置 及び撤去支援を行

った。また、実験に使用する車両の充電のため、電源の引き込み工事を合わせて実施した。 

搬入・設置日： 11 月 20 日（月） 

撤去・搬出日： 12 月 25 日（月） 

 

図 3-1 ガレージテント 

 

 
図 3-2 コンセントボックス（ガレージテント内） 
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3.2.  拠点設備 
西ルートの目的地となる宇陀市立病院、東ルートの目的地となる A コープ榛原店・コーナン榛

原店の駐車場に、それぞれ拠点を設営した。 

 

(1)  宇陀市立病院 
入口ロビーの一角をお借りし、テーブルと椅子を設置し、予約受付やアンケート回収を実施

した。 

  

図 3-3 宇陀市立病院の拠点設営 

 

(2)  A コープ榛原店・コーナン榛原店駐車場 
東ルートでカートの乗降場所となるポンプ場と、A コープ榛原店・コーナン榛原店の経路上

の駐車場の一角をお借りしてテントを設営し、テント内にテーブルと椅子を設置して、乗車案

内やアンケート回収を実施した。 

  
図 3-4 A コープ榛原店・コーナン榛原店駐車場の拠点設営 
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4.  実証実験等広報・市民周知業務 
実証実験走行ルート、ダイヤ等の実施内容の広報・周知に関する支援を実施した。 

また、住民、関係機関との協議・調整資料の作成及び支援を行った。 

 

4.1.  広報・周知物の作成 
実証実験の主たる参加者である住民への広報・周知を目的として、パンフレット、ポスター、

説明動画の 3 種類の広報物を作成した。 

表 4-1 パンフレット・ポスター 

 パンフレット ポスター 

サイズ A4 サイズ（A3 二つ折り） A1、A2  

作成部数 13,000 部 A1：10 枚、 
A2（ラミネート加工）：100 枚 

デザイン 

 

  

 

実験内容を説明する約 8 分の動画を作成し、ケーブルテレビ（うだチャン）や YouTube、宇陀

市 HP で公開した。 

表 4-2 実験内容周知動画 

 

■YouTube 

https://www.youtube.com/watch? 

v=_fZ24-1kUh8 

 

■宇陀市 HP 

https://www.city.uda.nara.jp/s-

suishin/kurashi/koutsuu/bus/ 

automaticmobility.html 

https://www.youtube.com/watch?
https://www.city.uda.nara.jp/s-
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4.2.  協議・調整資料の作成・支援 
4.2.1.  住民向け資料 
住民説明会に向け、実験概要、実証運行の内容（車両、ルート、停留所、運行ダイヤ等）、乗車

予約方法、安全対策、効果検証方法、実施体制を網羅した資料を作成した。 

  

  

  

図 4-1 住民説明会資料（抜粋） 
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4.2.2.  関係機関向け資料 
関係機関協議として、「第 2 回宇陀市未来技術実装事業運営協議会」の資料作成および開催支援

を行った。また、注意喚起・乗降看板や交通誘導員の設置にあたって必要となる道路占用・道路

使用許可申請の資料作成及び申請を行った。 

 

(1)  「第 2 回宇陀市未来技術実装事業運営協議会」支援 
a） 資料作成 

協議資料のうち、実証実験の概要に関する資料 2 を作成した。 

 
図 4-2 「第 2 回宇陀市未来技術実装事業運営協議会」議事次第 

  

図 4-3 資料 2（表紙・目次） 
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b） 実施支援 
配布資料の印刷や会場の設営、スクリーンへの資料映写等の支援を実施した。 

また、会議終了後、議事録を作成した。 

 

設営風景 

 
会議風景 

 
図 4-4 協議会の風景 
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(2)  道路占用・道路使用許可資料 
注意喚起・乗降看板、交通誘導員の設置にあたり、道路占用・道路使用許可資料を作成した。 

各々、申請書に加え、設置物の外観や設置場所を示す別添資料を作成した。 

 

表 4-3 道路占用・道路使用申請資料 

 

申請資料 別添資料（表紙） 

道
路
占
用
許
可
申
請
（
宇
陀
市
） 

 

 

道
路
占
用
許
可
申
請
（
宇
陀
土
木
事
務
所
） 

  

 

道
路
使
用
許
可
申
請
（
桜
井
警
察
署
） 

  

 

 

〒 633-0241

宇陀市政策推進部政策推進課
東條　有紀

TEL 0745-82-3910

国
県

宇陀 市 榛原福地 町

郡 村

備考

記載要領

32

35

奈良県知事　　殿

第 号

年 月 日
書　（　新規・更新・変更　〔

協 議

許 可 申 請
道路占用

６．

７．

住所

氏名

担当

　申請者が法人である場合には、「住所」の欄には主たる事務所の所在地、「氏名」の欄には名称及び代表者の

氏名を記載するとともに、「担当者」の欄に所属･氏名を記載すること。

工 事 の 期 間

道 路 の

復 旧 方 法

令和　　5年　　11月　　8日から

４．

３．

　「添付書類」の欄には、道路占用の場所、物件の構造等を明らかにした図面、その他必要な書類を添付した

場合にはその書類名を記載すること。

　申請部数は3部とする。

及び については、該当するものを○で囲むこと。
許可を申請

協議

許可申請

協議

　「場所」の欄には、地番まで記載すること。占用が2以上の地番にわたる場合には、起点と終点を記載するこ

と。「車道･歩道･その他」については、該当するものを○で囲むこと。

占 用 の 期 間

線

５．

、

　新規･更新･変更については、該当するものを○で囲み、更新、変更の場合には、従前の許可書又は回答書

の番号及び年月日を記載すること。

　変更の許可申請にあっては、関係する欄の下部に変更後のものを記載し、上部に変更前のものを（　）書きす

ること。

規　　　模

案内看板
占 用 物 件

２．

１．

看板等設置図添 付 書 類原形復旧

直営間
工事実 施の
方 法

令和　　　年　　　月　　　日から

令和　　　年　　　月　　　日まで

車道・歩道・その他

数　　　量

令和　　5年　　12月　22日まで

名　　　称

2箇所
横550mm×縦1400mm

詳細は別添

道

道路法第

占 用 の 場 所

路 線 名

場 所 番地

占 用 の 目 的

３２
３５

自動運転車両の実証実験周知のための案内看板の設置

条の規定により

〕）

令和　　5年　　10月　　24日

許 可 を 申 請
協 議

します。

板面：ターポリン

フレーム：角材

占用物 件の

構 造

369号

　宇陀市長　　金剛　一智

　奈良県宇陀市榛原下井足１７−３

45日間

桜 井 警 察 署 長 殿

11 月令和 5 年

時から 午前・午後

令和 5 年

住 所

別記様式第六（第十条関係）

5

　　年　　月　　日

実証実験ルートの沿道に、自動運転車両（最大19km/h）が走行する旨の案内看板お

よび乗降場を示すのりばサインを設置する。
夜間、歩行者との接触が危惧される箇所には赤色灯を併設する。

大阪市西区新町2丁目20-6

1

　この処分について不服があるときは、行政不服審査法(平成26年法律第68号)の規定により、この処分があったことを

知った日の翌日から起算して３か月以内に奈良県公安委員会に対して、審査請求ができます。(なお、処分のあったこと

を知った日から３か月以内であっても処分の日から１年を経過すると審査請求をすることができなくなります。)。

　処分の取消しの訴え(取消訴訟)は、この処分のあったことを知った日の翌日から起算して６か月以内に奈良県を被告と

して(訴訟において奈良県を代表する者は奈良県公安委員会となります。)訴えを提起することができます。(なお、この
処分があったことを知った日の翌日から起算して６か月以内であっても、この処分の日の翌日から起算して１年を経過し

たときは、処分の取消しの訴えを提起することができなくなります。)。

2   方法又は形態の欄には、工事又は作業の方法、使用面積、行事等の参加人員、通行の形態又は方法等使用について必要

な事項を記載すること。

　申請者が法人であるときは、申請者の欄には、その名称、主たる事務所の所在地及び代表者の氏名を記載すること。

第　　　　　　　号

電 話

添 付 書 類

条　　件

令和

　用紙の大きさは、日本産業規格Ａ列４番とする。

3

4

　添付書類の欄には、道路使用の場所、方法等を明らかにした図面その他必要な書類を添付した場合に、その書類名を記
載すること。

日

（各日　午前・午後

年 月

看板等設置図

時まで）

12 月

道 路 使 用 許 可 申 請 書

申請者

氏　名

住　所

株式会社長大　澤部　純浩 06-6541-5799

(連絡先)

期         間

道 路 使 用 の 目 的 自動運転車両の実証実験周知のための案内看板等の設置

場 所 又 は 区 間 榛原天満台団地～宇陀市立病院

0745-31-6545

生駒郡三郷町立野南2丁目10番17号

株式会社長大　奈良事務所
宇都宮　義人

備考

 上記のとおり許可する。ただし、次の条件に従うこと。

　　　　警　察　署　長

道 路 使 用 許 可 証

方 法 又 は 形 態

印

責 任 者 氏 名

現 場

24 日 時まで日 時から
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5.  記録動画等編集支援業務 
地域住民への説明会、実証実験等の様子を撮影した動画及び静止画撮影を行った。 

動画の作成・編集においては、短時間で事業内容を把握できるよう、テロップやナレーション

を活用した数分程度の動画を作成した。また、動画の構成、時間配分等のシナリオを複数案作成

し、シナリオを決めた上で必要な素材を漏れなく準備した。 

 

表 5-1 記録動画シナリオ（抜粋） 
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6.  その他関連業務連携等 
未来技術社会実装事業の実装に向けて、以下の 3 事業の進捗状況等を踏まえ、令和 5 年度自動

運転実証実験と連携した実施内容の検討・実施および次年度以降の取組みを検討した。 

①通院と移動の予約の一元化 

②キャッシュレス決済を活用した公共交通における利用促進事業 

③AI 技術を活用した顔認証による見守り・防犯システムの導入 

 

6.1.  令和 5 年度自動運転実証実験と連携した予約システムの構築・運営 
「①通院と移動の予約の一元化」の実現に向け、本年度の自動運転実証実験においても、自動

運転車両、グリーンスローモビリティ（カート）を活用した新たな移動サービスを対象とした予

約システムを構築し、運営を行った。 

 

6.1.1.  コンビニクルを活用した実証実験予約システムの構築・運営 
本年度の実証実験で使用した自動運転車車両、カートともに乗客 6 名までとなることから、利

用者が確実に乗車できるよう西ルート（自動運転）、送迎ルート（カート）は事前予約を基本とし、

予約システムを構築した。なお、東ルート（カート）は、買物帰りの方が気楽に乗車できるよう、

予約対象外とした。 

 

(1)  予約システムの構築 
将来の実装に向け、宇陀市で既に構築している既存のシステムとの連携を視野に、室生地区

のデマンド型乗合タクシーの予約システムに使用している「コンビニクル（順風路（株））」を

活用した予約システムを構築した。 

 

 
図 6-1 予約システム画面（管理者／オペレーター画面） 
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図 6-2 予約システム画面（利用者画面） 

 

(2)  予約システムの運営 
実証実験の予約受付に際しては、利用者の方がスマートフォンやパソコン等で予約システ

ムを使用して直接予約される方法と、オペレーターを配置し電話連絡で頂いた内容をオペレ

ーターが予約システムに代理入力する方法の 2 通りの運用を行った。 

 

図 6-3 実証実験期間中の予約受付の流れ 
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6.1.2.  ライフビジョンを活用した実証実験予約システムの構築・運営 
将来の通院予約との一元管理を実現するためには、「コンビニクル」を活用した予約システムと

病院予約を連携させる必要があり、本実証事業では、（株）デンソーが提供する行政情報サービス

『ライフビジョン』を活用した予約システムの構築・運営を行った。 

 

(1)  タブレット端末貸出しによるモニタ実験 
ライフビジョンとは、スマートフォンや専用のタブレット端末を活用し、防災情報や健康・

福祉に関する情報等の情報提供、公共交通の予約など自治体や地域の情報を提供する地域情

報配信サービスである。 

本年度は、地域住民の中から 20 名の方に実験モニタとしてご参加いただき、ライフビジョ

ンのタブレットの貸出しを行い、自動運転実証実験の乗車予約に活用頂いた。 

 

 
出典：（株）デンソーHP（https://www.lifevision.net/） 

図 6-4 ライフビジョンのタブレットイメージ 

 

(2)  ライフビジョンと連携した予約システムの運営 
ライフビジョンとコンビニクルの予約システムを連携し、タブレット画面上のアイコンタ

ップにより予約システムを起動し、乗車予約を行って頂ける仕組みを構築した。 

また、ライフビジョンのタブレットにはビデオ通話機能が実施されており、電話予約の代わ

りに、実験モニタの方と予約オペレーターのビデオ通話を通して予約情報をお伝えいただく

運用についても対応を行った。 

 

 

 

  

https://www.lifevision.net/
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6.2.  令和 6 年度以降の実証内容の検討 
 宇陀市では、住民の生活利便性を向上させるとともに、まちづくりに必要なデータを入手し、

最適な政策を検討することができるプラットフォームとして「宇陀市サービス連携プラットフォ

ーム」を実装する。 

その中で令和 6 年度は「②キャッシュレス決済を活用した公共交通における利用促進事業」の

実装に向け、自動運転実証実験と連携して特に市民ニーズが高い通院時の交通予約をオンライン

で可能とし、同時に予約システムを利用して乗車頂いた方には地域ポイントを付与し、住民サー

ビスの充実を図るとともに公共交通の利用促進を図る実証内容を検討した。 

 

 
図 6-5 交通予約と地域ポイント付与の仕組みのイメージ 
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7.  実装に向けた補助金・交付金申請の支援 
自動運転の社会実装に向け、本年度の自動運転実証事業の実施および次年度以降の実証実験の

継続実施に向けた、国の補助金・交付金申請のための申請資料の作成支援を行った。 

・令和 4 年度「地域公共交通確保維持改善事業費補助金（自動運転実証調査事業）」： 

国土交通省自動車局 

・自動運転路車協調システム実証実験：国土交通省道路局 

 

7.1.  令和 4 年度「地域公共交通確保維持改善事業費補助金（自動運転実証調査事業）」の申請支援 
令和 5 年度自動運転実証実験の実施に向け、国土交通省自動車局による令和 4 年度「地域公共

交通確保維持改善事業費補助金（自動運転実証調査事業）」申請のための申請資料の作成支援を行

い、交付を受けた。 

 

7.1.1.  公募概要 
(1)  募集主体 地方公共団体 

・将来的にレベル 4 自動運転技術を提供することが見込まれる事業者が参画すること  

・将来的な持続可能性を踏まえた収支計画が策定されていること  

・地域住民や関係機関に対して走行特性・安全性について理解促進が図られていること 等

の要件があります。 

 

(2)  公募受付期間 
令和 5 年 5 月 26 日（金）～ 令和 5 年 7 月 25 日（火） 

 

(3)  補助対象経費 
自動運転システムの開発、それに伴う車両改造、協議会・説明会開催経費等 

 

(4)  審査方法 
 審査は当該領域の有識者で構成する審査委員会を設置し、応募書類等に基づいて 実施し

ます。経営面、技術面、社会的受容性、施策間連携の実施等の観点から 先進的な取り組みを

採択します。 

 

(5)  補助率・採択予定件数 
 30～40 件の事業について必要な経費を補助することとしております。 なお、応募状況に

よって補助額・補助率は調整させていただくことがあります。 
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7.1.2.  申請結果 
申請の結果、以下に示す通り本補助事業の交付決定を受けた。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国土交通省 HP（https://www.mlit.go.jp/report/press/jidosha07_hh_000469.html） 

図 7-1 令和 4 年度「地域公共交通確保維持改善事業費補助金（自動運転実証調査事業）」公募結果 

https://www.mlit.go.jp/report/press/jidosha07_hh_000469.html
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7.2.  自動運転路車協調システム実証実験：国土交通省道路局 
令和 5 年度自動運転実証実験の結果を踏まえ、将来のレベル 4 自動運転（無人自動運転）の実

装に向け自動運転車両のセンサーのみでは検知・対応が困難な交通事象に対し、路側センサー等

から情報提供を行い自動運転走行を支援する、路車協調システムの実証実験を令和 6 年度に予定

している自動運転実証実験と連携し実施するため、本事業の申請書類の作成支援を行った。 

 

7.2.1.  公募概要（国土交通省 HP より抜粋） 
(1)  募集期間 

令和 5 年 12 月 13 日（水）午後 2 時～令和 6 年 1 月 22 日（月）午前 10 時 

 

(2)  申請者 
路車協調システム実証実験または走行空間実証実験を実施する地方公共団体 

 

(3)  支援内容 
路車協調システム実証実験では、路車協調システムの機器調達・設置、効果検証を国土交通

省が別途契約する業務において実施します。 

 

 

(4)  提出方法・採択方法 
申請者は、実証実験を実施する地域を所管する国土交通省地方整備局等に実験の内容や申

請書類の作成方法等について予め相談のうえ、申請書類一式を募集期間中に申請書類一式を

提出してください。採択は有識者の意見を踏まえ、 国土交通省で採択を行います。 

 

7.2.2.  申請結果 
採択結果待ち 
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8.  地域との関わり 
宇陀市が掲げる「全世代が住み続けられるための移動手段の社会実装」や、それに向けた今回

の自動運転の取り組みについて、地域のみなさんに理解を深めていただき、積極的に参加いただ

くため、住民説明会を 2 箇所で実施した。 

 

開催日 ： 11 月 23 日（木：祝日） 

場所 ： 大和富士ホール、ひのき坂公民館 

 

 

図 8-1 天満台地区住民説明会（於：大和富士ホール） 

 

図 8-2 ひのき坂地区住民説明会（於：ひのき坂公民館） 
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9.  令和 5 年度宇陀市自動運転実証実験業務委託における効果検証及び計画書の作成 
9.1.  効果検証 

「技術面」と「運用面」において効果検証を行った。 

 

9.1.1.  技術面 
自動運転割合は、事前に定めた手動走行区間を除いて 96.68%となり、目標値として設定した

80％を上回る結果となった。 

 

 
図 9-1 自動運転割合 

 

手動介入の要因としては「路上駐車」が 171 回（29.1％）で最も多く、次いで「回避（対向車）」

が 95 回（16.2％）であった。 

 

表 9-1 手動介入要因 
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9.1.2.  運用面 
(1)  利用者数 

自動運転車両を使用した西ルートの延べ利用者数は 464 人（1 日あたり 31 人）であり、延

べ 100 人という目標値を大きく超える利用が見られた。 

3 ルート合計の延べ利用者数は 963 人（1 日あたり 64 人）であった。 

 

図 9-2 延べ利用者数 

 

(2)  利用目的 
西ルートは「自動運転の体験」が最も多く、次いで「通院」。東ルートは「買物」が 70%以

上と最も多く、送迎ルートは「自動運転の体験」「買物」「通院」が多かった。 

 

西ルート 

 

 

東ルート 

 

送迎ルート 

 
図 9-3 利用目的 
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(3)  満足度（西ルート） 
サービスを「利用した」人の満足度(満足、やや満足)は、「運行ルート」,「運行時間帯」が

約 50%、「運行頻度」,「予約方法」は 40%未満であった。「利用しなかった」人は、「わからな

い」の回答が大半であった。 

運行ルート 
 

 

運行時間帯 

 

運行頻度 

 

予約方法 

 

図 9-4 満足度 

 

(4)  その他自由意見 

 

●具体的な意見 

  Aコープ・コーナンの店舗入口付近に乗降場を設定して

ほしい。 

  西ルートは、天満台東地区や既存バス停に乗降場を

設定してほしい。 

  榛原駅、プライスカット、市役所、サンクシティまでルー

トを伸ばしてほしい。 

  乗継なしで市立病院、榛原駅まで行きたい。 

  地区内のルート上では自由に乗降できるようにして欲し

い。 

  路線バスと同等の運行便数(頻度)に増やしてほしい。 

  予約なしで乗車できるようにして欲しい。（車両サイズを

大きく） 

  低速だと時間がかかるのと、周囲の交通にも影響する

ため、40km/h程度で走行して欲しい。 

  運賃はなるべく安くしてほしい（片道100円程度）。 

満足 やや満足 どちらともいえない やや不満 不満 わからない
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N=289
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9.2.  R6 対応方針（案）の検討 
R5 実験を通じて得られた課題、ニーズを踏まえ、R6 実験の対応方針（案）を検討した。 

 

表 9-2 西ルート（自動運転車）の対応方針（案） 

 令和 5 年度実験結果【課題、ニーズ】 令和 6 年度実験の対応方針（案） 

運行ルート   榛原駅、プライスカット、市役所への接続 

  天満台東から市立病院まで乗継なしの移

動 

  天満台東三丁目停留所～榛原駅にルー

ト延伸 

運行頻度   運行頻度の増加(路線バスと同程度の便

数) 

  1時間あたりの便数増加(1.5～2便/時間) 

車両サイズ   乗車定員6人では、午前中の混雑時など

に予約なしで乗車できないことへの懸念 

  座席数15程度の小型バス車両の選定 

走行速度   低速(19km/h)では、移動に時間がかかる 

  幹線道路を低速走行すると、周辺交通へ

の影響が大きい(無理な追越しの誘発) 

  35km/h程度で走行可能な車両の選定 

乗車方法   病院の診察終了時間が不明のため、帰り

の予約が困難 

  「予約なし」のニーズが高い 

  車両サイズを大きくすることで予約なしの

乗車機会を向上 

  他施策(地域ポイント等)との連携を見据

え、「スマホ」の予約システムは継続 

手動介入   路上駐車回避(住宅街、山本診療所前) 

  住宅街など狭幅員道路での対向車回避 

  非優先無信号交差点等通行時の接近車

両検知遅れ(車載センサーの死角) 

  周辺車両の無理な追越し 

  交差点右折時の対向車検知遅れ(車載

センサーの死角) 

  住宅街を極力通らないルートへの変更 

  路側センサー(路車協調システム)活用に

よる車載センサーの死角の補完 

  走行速度の向上(35km/h程度)による周

辺車両の無理な追越しの抑制 

 

 

表 9-3 東・送迎ルート（カート）の対応方針（案） 

 令和 5 年度実験結果【課題、ニーズ】 令和 6 年度実験の対応方針（案） 

運行ルート   天満台東地区から乗継ぎなしでAコープ・

コーナンへ行きたい 

  銀行ATM、郵便局等の地区内の主要施

設や路線バスのバス停との接続ニーズ 

  Aコープ・コーナンの店舗入口付近の乗

降場設定 

  Aコープ・コーナン、銀行ATM、郵便局、

バス停を含む運行ルートの設定 

運行頻度   運行頻度の増加   1時間当たりの便数を増加 

  自動運転バスとの乗継ぎを考慮したダイ

ヤ設定 

乗車方法   「予約なし」のニーズが高い 

  地区内の自由乗降のニーズが高い 

  予約なし 

  ルート上のフリー降車 

 

 


